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《特集記事》

既設インターロッキングブロックを再生利用した舗装材の適用性

香川河川国道事務所

建設監督官 森 和志

１．はじめに

香川河川国道事務所では昨年度より着手した高松中央通りのバリアフリー

化工事における、既設インターロッキングブロックを再生した骨材を使用し

た歩道の透水性舗装を紹介します。

２．１ 高松中央通りのバリアフリー化事業

平成１２年度に公布された「交通バリアフリー法」に基づき高松市は平成１５年３月に「高松市交

通バリアフリー基本構想」を策定しました。それを実現するため道路管理者香川河川国道事務所は平

成１６年３月に「高松市交通バリアフリー道路特定事業計画」を策定し、平成１７年度に調査、平成

１８年度より高松中央通りＬ＝１．５ｋｍの工事に着手しました。

２．２ 既設インターロッキングブロックの再生への経緯

近年、循環型社会への転換がさけばれ、道路を取り巻く環境においても、資源の有効利用や環境保

全は避けて通れない問題となっています。このような背景において舗装材料にも多種多様な副産物の

再利用が積極的に行なわれています。

高松中央通りでは歩道舗装にインターロッキング

ブロックが使用され、ベージュ色の落ち着いた色調

でビル街やクスノキとの景観ともよく調和していま

すが、舗装後２０年程度経過していることから，目

地の段差やがたつきが多く見受けられ、歩行性の低

下や、車両乗り入れ部などでは破損など老朽化が進

行しています。バリアフリー化工事において歩道舗

装を改修する際に、既設のインターロッキングブロ

ックが大量にがれきとして発生することが予想され

るため、その有効な活用方法としてインターロッキ

ングブロックの色調に着目し、有色骨材として再生利用することを(社)日本道路建設業協会四国支部

と共同で検討しました。

２．３ 有色骨材としての検討

今回，景観舗装用材料として用いたブロック再生骨材は、アスファ

ルトプラントに併設されている中間処理施設で粗骨材(13-5mm)、細

骨材(5-0mm)に破砕・分級したもので、各骨材の一般性状は表－１に

示すとおりです。ブロック再生骨材は、焼成レンガを素材としてい

ることから、一般的な骨材と比較するとやや劣る性状であり、その



- 24 -

「四国技報」第７巻１３号 平成１９年７月１日

特徴は以下のとおりです。

① 骨材の密度が小さく、砕石の品質目標値を満足し

ていない。

② 吸水率、すり減り減量は品質目標値を満足してい

るが、やや高い傾向にある。

③ 骨材の剥離面積率が目標値を逸脱していることか

ら、混合物としての耐水性を確認する必要がある。

④ 細骨材は，ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞｽの粒度範囲に適合しない。

２．４ 舗装用材料としての検討

今回の検討はバリアフリー化工事における歩道舗

装の有色骨材としての検討を行いました。前述した

ブロック再生骨材の特徴から車道舗装の骨材とし、

不具合の発生が懸念されるのと、２０年間中央通り

の歩道の配色を出来るだけ引き継ぎたいため、有色

骨材として利用できれば単なるリサイクル以上の効果が発生します。

また、ブロック再生骨材の色調を損

なわない範囲内で他の有色骨材などと

組み合わせることや、石油樹脂系バイ

ンダ（脱色バインダ）に改質Ⅱ型タイ

プを使用することで品質を補うことと

し、ブロック再生骨材は色調を生かす

ために、透水性舗装に用いる使用材料

のうち配合割合が多い粗骨材(13-5mm)

のみに用いました。

２．５ 歩道舗装合材の適用性の確認

ブロック再生骨材を用いた舗装材は過去に使用

実績がないことから、配合検討に先立ち小規模な

試験施工を行い、ブロック再生骨材の耐久性や施

工性など評価しました。なお、混合物に用いる粗

骨材はブロック再生骨材に愛媛県大洲産の輝緑岩

を 70：30 の割合で混合しました。その結果、施工

性は一般の有色骨材を用いた景観舗装材と同程度

であり、懸念されたブロック再生骨材の｢割れ｣な

どの不具合は、詳細に観察しないとわからない程

度であることから、現状では問題ないと思われま

す。ただし、ビブロプレート転圧箇所や室内マー

シャル供試体では｢割れ｣が認められることから、
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過剰転圧にならないよう施工方法に留意する必要があります。

なお、混合物の品質は表－２に示すとおりであり、空隙率が目標値より若干小さくなっているます

が、混合物性状、路面性状ともに大きな不具合は認められませんでした。

３．おわりに

検討結果より、ブロック再生骨材

は一般骨材に比べやや劣る性状です

が、歩道等に用いる景観舗装材料と

しては、特に問題ないと考えて現場

施工を平成１９年６月からＬ＝０．

４ｋｍ実施しました。

現場施工においては長期的な耐久

性が未知であることから、ブロック

再生骨材の耐久性を考慮し、舗設後

におけるトップコートなどによる表

面処理を実施したため、舗装単価がかなり高価となってしまいました。今後はもっと安価な方法での

耐久性を向上させることが必要となっています。

また今回の報告主旨とは違いますが、高松中央通りのバリアフリー化では歩道者と自転車の通行帯

をブロック再生骨材利用合材と通常骨材の脱色合材による色分けによる分離を行いましたが、脱色バ

インダーの特性上、施工直後から数ヶ月程度は有色骨材の色があまり表面に表れず、有色骨材の色が

出るまでの対応が必要となりました。


